
横浜市のスポーツ専門学校学生らが自衛隊体育学校見学

頼
を
受
け
て
実
施
し
た
も
の
で
、
当
日
は
２
名
が
参
加
し
た
。
自
衛
隊
体
育
学
校
の
川

Ｍ
Ｃ
Ａ
ス
ポ
ー
ツ
専
門
学
校
（
横
浜
市
）
か
ら
自
衛
隊
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
依

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
横
浜
中
央
募
集
案
内
所
（
所
長　

平
原
１
陸
尉
）
は
、

８
月
５
日
（
水
）
専
門
学
生
の
自
衛
隊
体
育
学
校
見
学
を
支
援
し
た
。
こ
れ
は
横
浜
Ｙ

元
広
報
班
長
よ
り
全
般
説
明
を
受
け
た
後
、
展
示
し
て
あ
っ
た
２
０
１
２
年
ロ
ン
ド
ン

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
レ
ス
リ
ン
グ 

小
原 

日
登
美
選
手
の
金
メ
ダ
ル
を
首
に
掛
け
て
も

ら
い
、
二
人
と
も
感
激
し
た
様
子
だ
っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
科
学
に
つ
い
て
の
説
明
で
は
、

担
当
し
た
自
衛
官
が
初
め
は
素
人
な
が
ら
も
現
在
は
フ
ィ
ジ
カ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー
と
な
り

活
躍
し
て
い
る
事
に
参
加
者
も
驚
い
て
い
る
様
子
だ
っ
た
。
最
後
に
朝
霞
駐
屯
地
広
報

セ
ン
タ
ー
で
自
衛
隊
装
備
品
の
見
学
や

て
い
た
自
衛
隊
と
違
う
部
分
を
見
る
こ

と
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
」
と
い

う
感
想
が
あ
っ
た
。

が
あ
っ
た
。

横
浜
中
央
募
集
案
内
所
は
、「
コ
ロ

ナ
禍
で
こ
の
よ
う
な
見
学
に
多
く
の
参

加
者
を
募
る
事
は
困
難
だ
が
、
少
人
数

て
い
き
、
募
集
成
果
向
上
に
努
め
て
い

き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

で
の
見
学
会
を
コ
ツ
コ
ツ
と
積
み
上
げ

参
加
者
か
ら
は
「
今
ま
で
イ
メ
ー
ジ
し

制度説明に熱心に耳を傾ける生徒

高等学校進路説明会に参加して

て
、
自
衛
隊
の
制
度
説
明
会
を
行
っ
た
。

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
上
大
岡
募
集
案
内
所
（
所
長　

荒
木
３
陸
佐
）
は
、
８
月
６

日
（
木
）
神
奈
川
県
立
氷
取
沢
高
等
学
校
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
『
進
路
説
明
会
』
に
参
加
し

ひ
と
り
ざ
わ

氷
取
沢
高
校
は
、
昨
年
度
３
名
の
生
徒
が
防
衛
大
学
校
、
航
空
学
生
及
び
自
衛
官
候
補
生
と

し
て
入
隊
・
入
校
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
大
学
や
専
門
学
校
の
学
校
別
分
科
会
の
進
学
説
明

会
に
唯
一
就
職
説
明
会
と
し
て
自
衛
隊
が
招
待
さ
れ
た
。
本
説
明
会
で
は
生
徒
１
名
の
み
の
参

加
で
は
あ
っ
た
が
、
自
衛
隊
に
関
心
を
示
し
て
く
れ
る
生
徒
の
存
在
と
初
め
て
説
明
会
に
参
加

で
き
た
こ
と
で
と
て
も
有
意
義
な
時
間
と
な
っ
た
。

説
明
で
は
、
自
衛
隊
の
職
種
や
職
域
、
一
般
曹
候
補
生
と
自
衛
官
候
補
生
の
制
度
の
違
い
や

に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

終
了
後
、
生
徒
か
ら
「
自
衛
隊
の
イ
メ
ー
ジ
が
大
き
く
変
わ
っ
た
」「
と
て
も
魅
力
的
な
組

織
だ
と
感
じ
た
」
と
い
う
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

上
大
岡
募
集
案
内
所
で
は
「
今
後
も
学
校
と
の
連
携
を
深
め
、
多
く
の
生
徒
や
保
護
者
、
教

職
員
に
自
衛
隊
の
魅
力
を
伝
え
て
行
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
、
部
内
選
抜
試
験
の
種
類
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
仕
組
み
等
自
衛
隊
の
概
要

広報展示室で広報班長の説明に聞き入る参加者

体育学校庁舎前で記念撮影 本物の金メダルに御満悦な参加者

「イメージしていた自衛隊と違う部分を見られて楽しかった！」

（神奈川県立氷取沢高等学校）

普
通
科
隊
員
レ
ン
ジ
ャ
ー
教
育
の
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
視
聴
し
た
の
ち
帰
路
に
つ
い
た
。


